
噺本に見る近世後期上方語の賭相

近
世
上
方
語
の
様
相
を
知
る
た
め
の
涜
料
は
種
々
存
す
る
が
、
質
の
高
さ
、
量
的
な
ま
と
ま
り
を
兼
ね
備
え
た
も
の
と
し
て
は
、
浄
瑠

璃
本
、
歌
舞
伎
脚
本
、
酒
落
本
、
能
狂
言
台
本
、
噺
本
の
五
種
に
指
折
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
特
に
、
前
二
者
が
前
期
上
方
語
の
代
表

的
な
研
究
資
料
と
し
て
最
も
頻
繁
に
活
用
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
能
狂
言
台
本
と
と
も
に
、
舞

台
芸
能
の
詞
章
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
伝
承
性
か
ら
見
て
、
後
期
上
方
語
の
資
料
と
し
て
は
或
る
弱
さ
を
持
っ
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
酒
落
本
は
そ
の
写
実
性
の
高
さ
か
ら
、
後
期
上
方
語
の
代
表
資
料
と
言
え
る
が
、
遊
郭
と
い
う
特
殊
な
社
会
を

扱
っ
て
い
る
た
め
、
《
位
相
上
の
偏
り
が
予
想
さ
れ
る
。
最
後
の
噺
本
は
、
ほ
ぼ
近
世
全
般
に
亙
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
は
そ
の
口
語
的
写
実
性
が
他
の
も
の
よ
り
相
対
的
に
劣
る
と
い
う
評
価
を
受
け
、
余
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、

こ
れ
ら
五
種
の
資
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
何
等
か
の
意
味
で
長
所
と
短
所
を
併
せ
持
っ
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
、
近
世
上
方
語
の
実
態
に
迫

る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
長
所
を
最
大
限
に
活
か
し
、
相
互
に
短
所
を
補
う
と
い
う
態
度
で
臨
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
最
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
噺
本
に
照
明
を
当
て
、
そ
の
資
料
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
と
り
あ
え
ず
言
語
的
特
徴
の
記
述
を
試
み
た
い
と
思
う
。

噺
本
に
見
る
近
世
後
期
上
方
語
の
諸
相

坂
口
至

１



噺本に見る近世後期上方賠の賭相

さ
て
、
近
世
後
期
上
方
語
資
料
と
し
て
の
噺
本
の
評
価
は
、
島
田
勇
雄
氏
の
「
口
語
性
は
不
同
で
、
会
話
の
多
い
も
の
も
あ
る
が
、
概

し
て
会
話
の
部
分
が
少
な
く
口
語
資
料
と
し
て
の
価
値
の
乏
し
い
も
の
が
多
い
。
こ
と
に
他
書
か
ら
ぬ
す
み
ど
り
し
た
り
、
旧
版
の
柱
を

（
１
）
・

け
ず
り
改
題
し
て
新
版
ら
し
く
売
出
す
も
の
が
あ
っ
た
り
で
油
断
が
な
ら
ぬ
」
と
い
う
こ
と
ば
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
●
に
、
総
じ
て
低
い
。

こ
れ
は
、
や
は
り
こ
の
時
期
、
酒
落
本
と
い
う
口
語
的
写
実
性
の
高
い
資
料
が
一
方
に
あ
る
故
の
発
言
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
既
に

述
べ
た
如
く
、
酒
落
本
の
こ
と
ば
に
は
位
相
的
な
偏
り
が
あ
り
、
そ
の
点
は
噺
本
の
方
が
優
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
島
田
氏
も
先
の
こ

（
２
）

と
ぱ
に
続
け
て
「
各
階
層
の
人
物
が
登
場
す
る
の
で
、
た
だ
書
目
語
的
に
は
好
都
合
で
あ
る
」
と
付
け
加
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

と
は
対
照
的
に
、
島
田
氏
の
言
わ
れ
る
噺
本
の
書
誌
的
な
問
題
は
充
分
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
噺
本
に
は
前
期
以
来
独
特
の

（
３
）

文
体
が
形
成
さ
れ
て
、
根
強
く
後
の
本
に
継
承
さ
れ
て
行
っ
た
と
い
う
事
実
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
、
書
誌
と
文
体
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
別
に
考
察
す
る
機
会
を
得
た
く
思
う
。
従
っ
て
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
資
料
の
言
語
事
実
の
記
述
に
と
ど
ま
る
も
の
で
、
そ

れ
ら
の
問
題
を
含
め
た
総
合
的
判
断
は
今
後
に
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。

次
に
、
本
稿
で
扱
う
安
永
期
噺
本
は
、
次
の
七
本
で
あ
る
。

先
述
の
如
く
、
上
方
噺
本
は
近
世
二
百
数
十
年
に
亙
っ
て
ほ
ぼ
連
続
的
に
資
料
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
扱
う
の
は
、
後
期
の
短
い
時

期
、
具
体
的
に
は
安
永
年
間
（
一
七
七
二
〜
一
七
八
一
）
の
噺
本
で
あ
る
。
後
期
に
時
代
を
設
定
す
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
如
く
前
期
上

方
語
の
様
相
は
浄
瑠
璃
本
や
歌
舞
伎
脚
本
で
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
後
期
は
栖
落
本
以
外
資
料
が
手
薄
で
、
記
述
の
及
ん
で
い

な
い
部
分
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
安
永
と
い
う
時
期
を
選
ん
だ
の
は
、
上
方
噺
本
が
、
爆
発
的
に
隆
盛
し
た
江
戸
小
咽
本
の
刺
激
を
受
け

旧
態
か
ら
脱
却
し
た
時
期
に
あ
た
り
、
そ
の
言
語
が
、
上
方
語
の
変
遷
を
考
え
る
際
の
一
種
の
里
程
標
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

二

２



噺本に見る近世後期上方霞の賭相

本
稿
で
記
述
す
る
言
語
事
項
は
、
と
り
あ
え
ず
文
法
を
中
心
と
し
た
幾
つ
か
の
も
の
に
限
定
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
勿
論

紙
幅
の
関
係
も
あ
る
が
、
他
に
も
理
由
が
あ
る
。
近
世
上
方
語
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
文
法
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
噺
本
の
言
語
的
特
徴
が
明
確
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
．
た
だ
、
中
に
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
の
な
さ
れ
て
い
な

い
事
項
も
若
干
加
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
稿
者
が
上
方
語
の
変
遷
に
お
い
て
重
要
と
考
え
、
今
後
の
研
究
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
事
項
で

あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
は
次
の
諸
項
目
を
順
次
記
述
し
て
い
く
。

Ｉ
活
用
型
の
変
遷

．
か
る
く
ち
だ
い
こ
ぐ
ぱ
し
ら

軽
口
大
黒
柱
』
（
安
永
一
一
年
、
一
七
七
一
一
一
、
半
紙
本
五
巻
五
冊
、
三
十
一
話
）

か
ろ
く
ち
ご
し
合
が
み
．

『
軽
口
五
色
帯
』
（
安
永
一
一
一
年
、
一
七
七
四
、
半
紙
本
三
巻
一
一
一
冊
、
四
十
一
話
）

と
し
わ
す
れ
は
な
し
ず
も
う

『
年
忘
噺
角
力
』
（
安
永
五
年
、
一
七
七
六
、
半
紙
本
五
巻
五
冊
、
四
十
八
話
）

り
つ
し
ゅ
ん
は
な
し
お
お
よ
せ

（
４
）

『
立
春
噺
大
集
』
（
安
永
五
年
、
一
七
七
六
、
半
紙
本
十
巻
十
冊
、
九
十
一
二
話
）

ゆ
う
す
ず
み
は
な
し
あ
つ
め

『
夕
涼
新
話
集
』
（
安
永
五
年
、
一
七
七
六
、
半
紙
本
五
巻
五
冊
へ
百
話
）

榊
衷
よ
う
は
厳
し
た
い
ぜ
ん

『
時
勢
話
大
全
』
（
安
永
六
年
、
一
七
七
七
、
半
紙
本
五
巻
五
冊
、
五
十
話
）

㈱
ま
よ
う
は
な
し
こ
う
も
く

『
時
勢
話
網
目
』
（
安
永
六
年
、
一
七
七
七
、
半
紙
本
五
巻
五
冊
、
五
十
話
）

以
下
、
各
本
を
引
用
す
る
際
は
》
記
述
の
都
合
上
そ
れ
ぞ
れ
を
『
大
黒
』
『
五
色
』
『
年
忘
』
『
立
春
』
『
夕
涼
』
『
大
全
』
『
綱
目
』
と
略
記

す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
心
底
本
に
は
す
べ
て
『
噺
本
大
系
』
（
東
京
堂
出
版
）
の
九
〜
十
一
巻
に
翻
字
さ
れ
た
も
の
を
用
い
る
。

一
二
段
活
用
の
一
段
化

ニ
ラ
行
下
二
段
活
用
の
四
段
化

三

３



五
サ
行
四
段
動
詞
連
用
形
の
イ
音
便

六
命
令
形
語
尾
の
「
ョ
」
と
「
イ
』

Ⅲ
活
用
語
の
派
生

七
可
能
動
詞
の
発
達

Ⅳ
助
動
詞
の
変
遷

噺本に見る近世後期上方膳の賭相

八
意
志
・
推
堂
の
「
ウ
」
と
「
ヨ
ウ
」

九
打
消
の
「
ヌ
」
と
「
ン
』

Ｖ
条
件
法
の
変
遷

一
○
順
接
仮
定
条
件
の
「

ラ
パ
」
と
『
ナ
ラ
』
、
『
タ
ラ
パ
」
と
『
タ
ラ
」

一
一
順
接
確
定
条
件
の

ホ
ド
ニ
」
と
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
と
「
ヨ
ッ
テ
」

一
二
逆
接
確
定
条
件
の
「
ド
（
モ
）
」
と
「
ケ
レ
ド
（
モ
）
」

な
お
、
以
下
の
考
察
で
は
、
上
方
人
の
発
話
（
会
話
）
と
そ
れ
に
準
ず
る
心
中
語
に
記
述
の
範
囲
を
限
定
す
る
。

言
語
も
、
特
に
文
体
の
問
題
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
先
述
の
方
針
に
従
っ
て
今
回
は
割
愛
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四

’
’
一
二
段
活
用
の
一
段
化

４

三
サ
行
下
二
段

四
ナ
行
変
格
活

Ⅱ
活
用
形
の
変
遷

サ
行
下
二
段
活
用
の
四
段
化

ナ
行
変
格
活
用
の
四
段
化

い
わ
ゆ
る
地
の
文
の



噺本に見る近世後期上方語の賭相

１
１
ニ
ラ
行
下
一
一
段
活
用
の
四
段
化

次
項
と
と
も
に
、
近
世
前
期
以
降
の
上
方
語
を
襲
っ
た
活
用
変
化
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
能
狂
言
本
、
浄
瑠

璃
本
な
ど
を
扱
っ
た
研
児
、
）
歌
舞
伎
脚
本
を
中
心
と
し
た
研
究
が
あ
る
。
「
〜
（
サ
）
シ
ャ
ル
ル
」
（
『
オ
ッ
シ
ャ
ル
ル
」
を
含
む
）
、
「
メ
サ

（
皿
）

付
属
語
〜
二
段
一
六

一
段

自
立
語
の
一
段
化
率
は
八
七
％
で
酒
落
本
な
ど
と
遜
色
な
く
、
付
属
語
は
用
例
が
少
な
い
が
、
一
段
化
率
は
二
％
で
酒
落
本
な
ど
に
は

か
な
り
劣
る
に
し
て
も
、
前
期
に
比
べ
る
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
自
立
語
の
一
一
段
例
は
、
い
ず
れ
も
下
二
段
で
、
位
相
的
に
は
武
士
一
、

医
者
一
、
田
舎
者
一
一
、
そ
の
他
の
町
人
四
で
、
〆
や
や
偏
り
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
付
属
語
の
一
段
例
は
二
例
だ
け
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
町
人
の
こ
と
ば
で
あ
る
。

こ
れ
は
国
語
史
上
、
古
代
語
と
近
代
語
と
を
分
か
つ
代
表
的
な
変
遷
事
項
の
一
つ
で
あ
り
、
研
究
も
多
い
。
中
世
後
期
か
ら
近
世
前
期

（
５
）

に
か
け
て
の
能
狂
言
資
料
に
お
け
る
研
究
、
近
世
前
期
の
世
話
浄
瑠
璃
の
研
兜
宅
一
歌
舞
伎
脚
本
（
絵
入
狂
言
本
）
の
研
兜
ｗ
）
後
期
の
酒
落

（
８
）

本
の
研
究
の
ほ
か
、
種
々
の
資
料
に
方
言
を
加
え
た
総
合
的
研
鬼
隈
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
Ⅷ
二
段
活
用
の
一
段
化
は
、
近
世
前
期
に

お
い
て
既
に
か
な
り
進
行
し
て
お
り
、
元
禄
ｉ
享
保
期
の
浄
瑠
璃
資
料
や
歌
舞
伎
脚
本
資
料
で
見
る
と
、
自
立
語
で
は
五
○
％
を
越
し
て

い
る
（
以
下
、
比
較
資
料
の
数
値
も
す
べ
て
会
話
文
の
み
）
。
し
か
し
付
属
語
で
は
ま
だ
一
一
〜
三
％
止
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
近
世
後
期
に

な
る
と
、
酒
落
本
な
ど
の
自
立
語
で
は
九
○
％
を
越
え
、
付
属
語
で
も
五
○
％
前
後
の
値
を
示
す
．

噺
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
（
数
字
は
延
語
数
、
以
下
特
に
断
ら
な
い
限
り
同
じ
）

自
立
語
〜
一
一
段
八
（
三
音
節
六
、
四
音
節
以
上
一
一
）

一
段
五
五
（
二
音
節
五
、
三
音
節
三
七
、
四
音
節
以
上
一
三
）

５



噺本に見る近世後期上方賂の賭相

と
な
っ
て
い
る
。
未
然

（
二
）
「
メ
サ
ル
ル
』

ル
ル
」
、
「
ク
ダ
サ
ル
ル
」
、
「
ナ
サ
ル
ル
』
の
四
種
に
分
け
て
見
て
い
く
。

（
一
）
「
〜
（
サ
）
シ
ャ
ル
ル
』

敬
語
複
合
助
動
詞
『
〜
（
サ
）
セ
ラ
ル
ル
』
の
変
化
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
四
種
の
中
で
は
最
も
早
く
四
段
化
を

完
了
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
既
に
へ
近
世
前
期
元
禄
〜
享
保
頃
に
は
四
段
化
率
九
○
％
を
越
え
、
後
期
で
は
ほ
と
ん
ど
一
○
○
％
と

（
飽
）

な
っ
て
い
る
。
噺
本
で
は
、
下
二
段
五
、
四
段
五
七
と
な
っ
て
お
り
、
四
段
化
率
は
九
一
一
％
で
あ
る
。
内
訳
は
、

未
然
形
〜
下
一
一
段
四
、
四
段
一
一
連
用
形
〜
下
二
段
○
、
四
段
九

終
止
連
体
形
〜
下
二
段
○
、
四
段
一
九
巳
然
形
〜
ナ
シ

命
令
形
〜
下
二
段
一
、
四
段
一
一
七

と
な
っ
て
い
る
。
未
然
形
の
下
二
段
形
は
い
ず
れ
も
打
消
助
動
詞
「
ヌ
」
に
上
接
す
る
場
合
で
．
前
期
の
様
相
を
受
け
継
い
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
近
世
前
期
、
近
松
世
話
浄
瑠
璃
の
四
段
化
率
七
○
％
強
、
歌
舞
伎
脚
本
の
四
段
化
率
五
七
％
（
但
し
、
近
松

（
咽
）

と
同
時
期
の
も
の
で
は
一
○
○
％
）
、
ま
た
近
世
後
期
栖
落
本
で
一
○
○
％
と
い
う
数
字
が
出
て
い
る
．
他
の
一
二
形
に
比
べ
て
用
例
が
少
な

い
（
特
に
後
期
）
の
で
資
料
に
よ
っ
て
振
幅
が
あ
る
が
、
『
〜
（
サ
）
シ
ャ
ル
ル
」
よ
り
若
干
四
段
化
が
遅
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
噺

本
で
も
、
連
用
形
と
終
止
連
体
形
に
一
例
ず
つ
の
二
例
し
か
見
え
な
い
が
、
い
ず
れ
も
四
段
に
活
用
し
て
い
る
。

（
三
）
「
ク
ダ
サ
ル
ル
」

「
ク
ダ
サ
ル
ル
」
は
用
例
が
比
較
的
多
い
の
で
、
近
世
を
通
し
て
の
傾
向
が
明
確
で
あ
る
。
近
世
前
期
幻
近
松
世
話
浄
瑠
璃
の
四
段
化

率
七
五
％
、
歌
舞
伎
脚
本
の
四
段
化
率
四
四
％
（
近
松
と
同
時
期
の
も
の
で
も
ほ
ぼ
同
じ
）
、
後
期
酒
落
本
の
四
段
化
率
八
二
％
と
い
う
の

‐
（
Ｍ
）

が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
数
字
で
あ
る
。
噺
本
で
ば
全
体
の
四
段
化
率
は
八
七
％
（
下
二
段
七
、
四
段
四
五
）
で
、
酒

落
本
に
引
け
を
取
ら
な
い
。
活
用
形
別
に
数
字
を
あ
げ
る
と

６
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〆
未
然
形
〜
下
一
一
段
一
一
、
四

用
形
〜
下
二
段
五
、
四
段
一
一
四

終
止
連
体
形
〜
下
二
段
○
、
四

巳
然
形
〜
ナ
シ

命
令
形
〜
下
一
一
段
○
、
四
段
一
一

と
な
っ
て
お
り
、
命
令
形
・
終
止
連
体
形
Ｖ
連
用
形
Ｖ
未
然
形
の
順
に
四
段
化
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
前
期

の
浄
瑠
璃
資
料
や
歌
舞
伎
脚
本
資
料
の
順
序
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
活
用
形
ご
と
の
変
化
順
位
は
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
、
・
全
体
と
し
て
の
四
段

化
率
が
上
が
っ
て
い
く
様
が
良
く
窺
わ
れ
る
。

（
四
）
「
ナ
サ
ル
ル
」

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
近
世
前
期
近
松
世
話
浄
瑠
璃
で
四
段
化
率

二
％
、
歌
舞
伎
脚
本
で
四
段
化
率
一
二
％
（
近
松
と
同
時
期
の

（
脂
）

も
の
で
一
四
％
）
、
近
世
後
期
酒
落
本
の
四
段
化
率
八
一
二
％
と
い
う
数
字
が
出
て
お
り
、
四
種
の
う
ち
で
は
四
段
化
が
最
も
緩
慢
で
あ
る
。

噺
本
で
は
四
段
化
率
三
三
％
（
下
二
段
七
一
、
四
段
三
五
）
で
、
同
時
期
の
酒
落
本
に
比
べ
る
と
か
な
り
低
い
。
活
用
形
別
で
は
、

未
然
形
〜
下
二
段
四
、
四
段
五
連
用
形
〜
下
一
一
段
六
四
四
段
一

終
止
連
体
形
〜
下
二
段
三
、
四
段

巳
然
形
〜
下
一
一
段
○
、
四
段
一

命
令
形
〜
下
二
段
○
、
四
段
一
三

と
な
っ
て
お
り
、
四
段
化
の
順
位
は
、
命
令
形
Ｖ
終
止
連
体
形
Ｖ
未
然
形
Ｖ
連
用
形
で
あ
る
。
栖
落
本
の
調
査
で
は
、
命
令
形
・
終
止
連

体
形
Ｖ
未
然
形
Ｖ
連
用
形
ら
し
く
凡
ｆ
や
は
り
同
じ
傾
向
を
示
す
。

と
こ
ろ
で
、
噺
本
の
全
体
の
四
段
化
率
が
酒
落
本
に
遠
く
及
ば
な
い
の
は
、
口
語
資
料
と
し
て
問
題
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
む
し

ろ
栖
落
本
の
方
が
位
相
的
に
偏
り
が
あ
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
数
字
に
な
っ
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
噺
本
の

四
段
化
例
の
う
ち
、
前
期
か
ら
用
例
の
多
い
命
令
形
を
除
い
た
各
活
用
形
の
総
数
一
三
例
を
位
相
的
に
見
て
み
る
と
ｎ
そ
の
う
ち
一
○
例

（
脂
）

ま
で
は
女
性
の
発
話
な
の
で
あ
る
。
噺
本
で
は
全
体
の
発
話
は
男
性
の
方
が
は
る
か
に
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
数
字
は
十
分
な
意

７
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味
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
ナ
サ
ル
ル

の
四
段
化
は
女
性
の
方
が
ず
っ
と
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
．
酒
落
本
が
遊
郭
の
女
性
と

そ
の
相
手
を
す
る
男
性
の
会
話
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
そ
の
四
段
化
率
の
高
さ
は
女
性
の
こ
と
ば
に
支

え
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
く
、
近
世
後
期
の
口
語
の
全
体
像
と
し
て
は
、
む
し
ろ
噺
本
の
方
が
実
態
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｉ
’
三
サ
行
下
二
段
活
用
の
四
段
化

下
二
段
動
詞
『
合
わ
す
る
』
「
任
す
る

．
な
ど
が
「
合
わ
す
」
「
任
す
」
な
ど
と
四
段
活
用
に
変
化
し
、
下
二
段
の
使
役
助
動
詞
「
ス
ル
」

「
サ
ス
ル
』
が
「
ス
』
「
サ
ス
」
と
や
は
り
四
段
活
用
に
変
化
す
る
現
象
も
、
近
世
に
な
っ
て
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
動
詞
の

可
一

用
例
が
少
な
い
の
で
、
使
役
助
動
詞
の
四
段
化
に
限
っ
て
観
察
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
近
世
前
期
、
近
松
世
話
浄
瑠
璃
で

命
）

は
四
段
化
率
一
五
％
、
歌
舞
伎
脚
本
で
四
段
化
率
四
三
％
と
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
四
段
化
の
順
位
は
、
『
ス
ル
」
Ｖ
『
サ
ス
ル
」
Ｖ

「
さ
ス
ル
」
（
動
詞
「
す
る
」
に
助
動
詞
「
ス
ル
』
が
つ
い
た
も
の
）
の
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
近
世
後
期
の
栖
落
本
で
は
八
二
％
に
上
が

（
岨
）

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
噺
本
で
は
、
四
段
化
率
九
四
％
（
下
二
段
二
、
四
段
三
一
一
一
）
で
、
栖
落
本
を
上
回
る
。
“
や
や
詳
し
く
述
べ
れ

ば
、
「
ス
ル
」
が
四
段
化
率
一
○
○
％
（
下
二
段
○
、
四
段
一
・
一
七
）
、
「
サ
ス
ル
」
は
一
例
の
み
で
下
二
段
、
「
さ
ス
ル
』
で
は
四
段
化
率
八

六
％
（
下
二
段
「
四
段
六
）
と
な
っ
て
い
る
。
『
ス
ル
」
の
四
段
化
が
最
も
進
ん
で
お
り
、
近
世
前
期
の
順
位
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぐ
格

好
に
な
っ
て
い
る
。
酒
落
本
の
下
二
段
例
は
一
五
例
中
一
四
例
ま
で
男
性
話
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
噺
本
で
は
男
性
も
ほ
と
ん
ど
が

四
段
で
あ
り
、
若
干
の
問
題
が
存
す
る
。
近
世
前
期
も
資
料
に
よ
っ
て
四
段
化
率
に
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
な
お
考
察
の
余
地
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
．

Ｉ
’
四
ナ
行
変
格
活
用
の
四
段
化

ナ
行
変
格
活
用
動
詞
「
死
ぬ
」
玉

~

「
去
ぬ
」
の
連
体
形
が
旧
来
の
終
止
形
と
同
じ
形
に
な
り
、
巳
然
形
も
変
化
す
る
四
段
化
現
象
に
つ
い
て

８
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は
？
詳
し
い
研
究
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
近
世
前
期
で
は
ま
だ
ナ
変
活
用
の
方
が
圧
倒
的
に
優
勢
の
よ
う
で
あ
る
。
近
世
後
期

の
実
態
も
、
出
現
頻
度
が
低
い
た
め
め
不
明
な
点
が
多
い
。
噺
本
で
も
三
例
し
か
拾
え
な
か
っ
た
が
、
次
の
よ
う
に
ナ
変
二
例
、
四
段
一

例
と
な
っ
て
い
る
．

＊
ア
ノ
セ
兵
衛
と
い
ふ
や
つ
ハ
、
そ
こ
へ
く
る
か
ら
い
ぬ
る
ま
で
、
（
『
五
色
』
、
巻
十
、
二
四
下
）

一
１
１
１

＊
私
が
死
ぬ
れ
パ
、
お
ま
ヘ
ハ
げ
し
人
じ
や
ゆ
へ
（
『
綱
目
』
、
巻
十
一
、
八
七

雷
・
霞
ｉ

＊
開
帳
を
し
た
ら
、
其
侭
い
ぬ
ぞ
。
（
『
夕
涼
』
、
巻
十
へ
一
一
九
五
上
）

Ⅱ
’
五
サ
行
四
段
動
詞
連
用
形
の
イ
音
便

標
記
の
現
象
、
い
わ
ゆ
る
サ
行
イ
音
便
は
、
中
世
に
お
い
て
最
も
盛
行
し
、
近
世
前
期
は
既
に
退
潮
期
に
あ
る
。
近
松
の
世
話
浄
瑠
璃

で
は
イ
音
便
率
一
○
％
足
ら
ず
で
、
歌
舞
伎
脚
本
で
は
更
に
低
い
よ
う
で
あ
ふ
麺
）
た
だ
、
『
さ
す
」
（
差
ｊ
指
・
刺
？
鎖
）
の
み
は
、
イ
音

便
が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
近
松
の
用
例
な
ど
で
は
ほ
と
ん
ど
原
形
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
語
の
イ
音
便
形
は
近
世
後
期
に

《
幻
）

至
っ
て
も
失
わ
れ
ず
、
栖
落
本
や
、
イ
音
便
を
廃
し
た
能
狂
言
の
一
流
派
（
和
泉
流
）
に
も
散
見
す
る
。
噺
本
も
同
様
で
、
イ
音
便
率
は

四
％
弱
（
イ
音
便
三
、
原
形
七
六
）
で
し
か
な
く
、
そ
の
イ
音
便
形
も
次
の
よ
う
に
や
は
り
「
さ
す
』
に
限
ら
れ
る
。

職
…
ｌ

＊
そ
な
た
の
在
所
を
、
さ
い
て
見
せ
う
が
、
（
指
す
、
『
五
色
』
、
巻
十
、
一
一
○
下
）

く
も
瞳
ｆ
Ｉ
ｌ
ｌ

＊
凡
雲
に
骨
さ
い
た
よ
う
な
（
刺
す
、
『
大
全
』
、
巻
十
一
も
五
四

＊
二
本
さ
い
て
居
る
人
が
、
ね
つ
か
ら
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
（
差
す
、
『
綱
目
』
、
巻
十
一
、
八
七
下
）

Ⅱ
’
六
命
令
形
語
尾
の
「
目
と
「
イ
」

上
一
段
・
上
二
段
・
下
一
段
・
下
一
一
段
お
よ
び
力
変
・
サ
変
に
活
用
す
る
動
詞
、
さ
ら
に
下
一
一
段
に
活
用
す
る
助
動
詞
の
命
令
形
は
、

９
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中
古
以
来
語
尾
に
「
ョ
』
を
有
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
口
語
と
し
て
は
中
世
頃
か
ら
「
イ
」
に
変
化
し
始
め
、
中
世
末
期
か
ら
近

（
理
）

世
に
か
け
て
一
般
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
現
象
に
つ
い
て
は
、
一
元
禄
〜
享
保
頃
の
浄
瑠
璃
本
や
歌
舞
伎
脚
本
に
よ
る
研
究
と
、
稿
者

（
麓
）

に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
物
や
能
狂
言
本
を
資
料
と
し
た
研
究
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
庶
民
層
の
こ
と
ば
で
は
、
既
に
中

世
末
期
頃
に
は
新
形
『
イ
」
が
八
○
％
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、
武
士
層
で
は
元
禄
〜
享
保
頃
で
も
旧
形
『
ョ
」
の
勢
力
は
か
な
り
強
い

よ
う
で
あ
る
。
近
世
後
期
の
研
究
は
皆
無
で
あ
る
が
、
噺
本
の
実
態
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

上
一
段
〜
『
ョ
」
四
、
「
イ
」
五

段
〜
「
ョ
』
二
、
「
イ
」
○

下
一
段
〜
ナ
シ
下
二
段

ョ
」
三
、
「
イ
」
一
一

力
変
〜
「
ョ
」
一
、
「
イ
」
一
六

肌
「
ョ
」
四
、
「
イ
」
一
○

助
動
詞
〜
『
ョ
」
三
、
「
イ
」
一

全
体
と
し
て
は
、
「
イ
」
形
化
率
七
二
％
（
「
ョ
」
形
一
七
、
「
イ
」
形
四
三
）
で
、
中
世
末
期
頃
よ
り
も
低
い
。
こ
れ
は
や
は
り
噺
本
が
、

武
士
な
ど
多
様
な
人
物
を
登
場
さ
せ
て
い
る
こ
と
と
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
．
現
に
、
武
士
の
発
話
に
お
け
る
命
令
形
が
五
例
見
ら
れ

る
（
上
一
段
「
下
二
段
一
、
力
変
一
、
サ
変
一
一
）
が
、
い
ず
れ
も
旧
形
「
ョ
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

な
お
、
こ
の
変
化
現
象
も
、
活
用
型
に
よ
っ
て
遅
速
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
や
狂
言
資
料
で
は
、
ほ
ぼ
力
変
Ｖ
助
動
詞
Ｖ

サ
変
Ｖ
下
一
一
段
Ｖ
上
一
段
・
上
二
段
の
順
位
と
な
っ
て
い
る
（
下
一
段
は
用
例
ほ
と
ん
ど
な
く
不
明
）
Ｐ
噺
本
で
も
助
動
詞
を
除
け
ば
、
大

体
同
じ
傾
向
を
示
す
と
言
っ
て
よ
い
か
と
思
う
。

Ⅱ

「
書
け
る
」
「
飲
め
る
」
な
ど
の
、
四
段
動
詞
か
ら
転
じ
た
下
一
段
活
用
の
可
能
動
詞
は
、
中
世
頃
か
ら
現
れ
始
め
、
次
第
に
本
来
の
可

能
表
現
、
す
な
わ
ち
四
段
動
詞
未
然
形
十
可
能
助
動
詞
「
ル
ル
］
の
形
の
位
澄
を
奪
う
こ
と
に
な
る
が
勘
近
世
前
期
で
は
ま
だ
そ
の
勢
力

Ⅲ
’
七
可
能
動
詞
の
発
達

1０
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そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
よ
う
で
あ
亙
唖
）
近
世
後
期
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
。
噺
本
で
は
、
次
の
よ
う
な
例
を
拾
う
こ
と
が
出
来
る
。

瞳
し
１
１
卜

＊
下
か
ら
星
が
か
て
る
も
の
か
●
や
ね
へ
あ
が
っ
て
か
ち
お
れ
と
、
（
掲
、
『
五
色
』
、
巻
十
、
一
六
下
）

＊
く
ま
な
く
さ
へ
た
所
ハ
ど
ふ
も
い
へ
ま
せ
ぬ
。
（
言
、
『
五
色
』
、
巻
十
、
二
○
下
）

＊
一
ト
足
も
あ
る
け
る
も
の
で
ハ
な
い
と
い
鼻
、
（
歩
、
『
立
春
』
、
巻
十
、
二
三
四
下

＊
サ
テ
呑
メ
ま
せ
ぬ
。
イ
ヤ
、
呑
め
ノ
、
と
、
（
飲
、
『
立
春
』
、
巻
十
、
二
三
七
下
）

合
わ
せ
て
六
語
七
例
ほ
ど
で
、
こ
れ
に
対
す
る
本
来
の
四
段
動
詞
未
然
形
十
可
能
助
動
詞
「
ル
ル
』
の
形
は
一
三
語
一
五
例
ほ
ど
見
え
る

か
ら
、
噺
本
に
関
し
て
は

：
可
能
動
詞
は
ま
だ
発
達
途
次
の
段
階
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

Ⅳ
’
八
意
志
・
推
堂
の
助
動
詞
「
ウ
」
と

意
志
・
推
量
の
助
動
詞
『
ウ
』
を
下
接
さ
せ
る
動
詞
・
助
動
詞
の
う
ち
、
四
段
・
力
変
・
ナ
変
を
除
く
各
活
用
の
も
の
は
、
中
世
末
期

以
降
、
音
変
化
あ
る
い
は
形
態
変
化
に
伴
い
、
次
第
に
助
動
詞
「
ヨ
ウ
」
を
分
出
さ
せ
て
い
く
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
．
こ
れ
ま
で
の

研
究
に
よ
れ
ば
、
中
世
圭
傘
瑚
に
ま
ず
上
一
段
の
『
居
る
」
『
射
る
〕
・
が
そ
の
魁
を
な
し
、
近
世
論
理
細
元
禄
〜
享
保
頃
に
は
、
『
見
る
」
『
着
る
』

（
湾
）

な
ど
の
一
一
音
節
上
一
段
や
、
。
「
出
る
」
「
寝
る
」
な
ど
の
一
一
音
節
下
二
段
に
拡
大
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
問
題
は
、
表
記
と

発
音
の
関
係
が
難
し
く
、
近
世
前
期
ま
で
の
様
相
も
な
お
不
分
明
な
点
が
あ
る
．
近
世
後
期
に
い
た
っ
て
は
全
く
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な

い
．
噺
本
で
も
、
表
記
と
の
関
係
が
や
は
り
難
し
い
が
、
結
騰
的
に
は
前
期
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

前
期
に
ま
だ
「
ヨ
ウ
」
を
分
出
さ
せ
て
い
な
い
，
上
一
一
段
二
一
一
音
節
以
上
下
一
一
段
・
サ
変
・
助
動
詞
は
、
噺
本
で
も
「
ゥ
」
の
段
階
、
す

な
わ
ち
発
音
的
に
は
オ
段
勧
長
音
に
読
む
べ
き
ぶ
う
で
あ
る
。

・
上
二
段

＊
そ
れ
で
も
お
ま
へ
、
あ
い
そ
が
つ
け
ふ
。
（
尽
く
る
、
『
大
黒
』
、
、

巻
九
、
五
一
下
）

1１
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の
み
は
、
・
女
性
の
｝

稿
の
範
囲
内
で
は
、

＊
コ
リ
ャ
お
も
し
ろ
い
。
見
物
ｕ
封
引
と
（
『
立
春
』
、
巻
十
、
二
一
一
一
七
下
）

こ
の
オ
段
勧
長
音
に
も
「
ヨ
ウ
』
を
分
出
さ
せ
た
形
に
も
読
め
る
表
記
は
、
判
定
の
仕
様
が
無
い
。
古
い
『
ウ
」
の
発
音
の
異
表
記
な
の

か
、
新
し
い
「
ヨ
ウ
』
の
顕
現
な
の
か
知
る
す
ぺ
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
三
音
節
以
上
下
一
一
段
や
助
動
詞
に
つ
い
て
は
、

「
ョ
ウ
」
と
明
ら
か
に
読
め
る
例
は
存
し
な
い
。
次
の
、

＊
お
ま
へ
さ
ま
に
尋
よ
ふ
と
ぞ
ん
じ
ま
し
た
。
（
『
夕
涼
』
、
巻
十
、
二
八
九
上
）

の
み
は
、
・
女
性
の
こ
と
ば
で
「
ヨ
ウ
」
の
分
出
と
も
疑
わ
れ
る
が
、
『
タ
ヅ
ニ
ョ
ウ
」
と
も
読
め
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
本

最
初
の
例
は
、

を
見
れ
ば
、
唾

あ
る
．上

二
段

1２

三
音
節
以
上
下
二
段．

ミ
制
ｌ

＊
●
ホ
ン
ニ
そ
ふ
じ
ゃ
。
身
を
投
う
と
い
ふ
に
、
（
『
五
色
』
、
巻
十
、
一
八
上
）

サ
変

＊
こ
れ
ハ
マ
ア
、
ど
ふ
せ
う
と
、
（
『
夕
涼
』
、
巻
十
、
二
九
三
下
）

助
動
詞

＊
此
年
月
が
く
ら
さ
れ
う
か
。
（
八
可
能
Ｖ
、
『
夕
涼
』
必
巻
十
、
三
一
四
下
）

初
の
例
は
、
遊
女
の
発
話
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
最
も
新
し
い
こ
と
ば
の
話
し
手
で
あ
る
遊
女
に
し
て
か
ら
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

見
れ
ば
、
他
は
推
し
て
知
る
べ
き
と
も
言
え
よ
う
。
た
だ
、
問
題
な
の
は
、
こ
れ
ら
と
同
時
に
存
在
す
る
次
の
よ
う
な
表
記
の
読
み
で

＊
デ
モ
、
あ
ま
り
に
お
せ
い
が
つ
き
や
う
と
ぞ
ん
じ
ま
し
て
（
尽
く
る
、
『
五
色
』
、
巻
十
、
七
下
）

皿

唯
一

、



噺本に見る近世後期上方語の賭相
■

噺
本
の
新
形
「
ン
」
の
比
率
は
、
九
％
弱
（
『
ヌ
」
一
一
五
一
、
「
ン

》
一
一
四
）
で
、
ま
だ
勢
力
は
さ
し
て
強
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
場
合
に
「
ン
」
が
現
れ
や
す
い
か
を
、
ま
ず
文
法
的
に
見
て
み
る
と
、
単
純
終
止
一
○
、
体
言
下
接
○
、
助
詞
下
接
一
四
と
な
っ

て
お
り
、
通
常
の
体
言
が
続
く
場
合
に
は
「
ン
」
化
が
起
き
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
単
純
終
止
と
助
詞
下
接
を
「
ヌ
」
と
の

比
率
で
比
較
し
て
み
る
と
、
単
純
終
止
八
％
弱
（
「
ヌ
』
二
九
）
、
助
詞
下
接
一
三
％
（
「
ヌ
」
九
二
）
と
な
っ
て
お
り
、
助
詞
が
続
く
場

合
の
方
が
や
や
比
率
が
高
い
。
そ
の
助
詞
下
接
で
も
、
終
助
詞
「
力
」
「
カ
エ
」
「
カ
イ
」
が
来
て
、
意
味
的
に
勧
誘
を
表
す
場
合
が
一
四

例
中
一
三
例
ま
で
を
占
め
て
い
る
（
一
例
「
ゾ
ヤ
』
）
。
、

じ
あ
ん
じ

＊
自
安
寺
へ
参
り
な
さ
ら
ん
か
。
（
『
夕
涼
』
、
巻
十
、
一
二
○
七
上
）

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
と
思
う
。
．

・
打
消
の
助
動
詞
「
ヌ
』
が
音
変
化
を
起
こ
し
、
「
ン
」
（
文
末
で
は
お
・
そ
ら
く
軟
口
蓋
音
）
と
な
っ
た
現
象
に
つ
い
て
は
、
概
説
書
等
で

簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
、
そ
の
変
化
過
程
や
時
期
に
つ
い
て
の
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
概
説
替
等
に
よ
れ
ば
、
近
世
》

初
期
ま
で
は
、
特
殊
な
資
料
を
除
い
て
は
、
「
ン
」
の
形
は
あ
っ
て
も
孤
例
に
近
い
が
、
元
禄
〜
享
保
頃
に
な
る
と
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
つ

（
”
）

て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
一
資
料
に
比
較
的
多
く
現
れ
る
も
の
と
し
て
、
歌
舞
伎
脚
本
『
好
色
伝
受
』
（
元
禄
六
年
、

＊
ば
か
に
致
し
て
お
目
に
か
け
よ
う
と
て
、
（
『
夕
涼
』
、
巻
十
、
一
一
九
四
下
）

が
確
実
に
『
ョ
ウ
」
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
発
話
者
は
江
戸
の
町
人
で
あ
る
。
助
動
詞
『
ョ
ウ
」
が
東
国
に
お
い
て
早
く
発
達
し
て

（
麓

い
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
嵐

Ⅳ
’
九
打
消
の
「
ヌ

ン
」

こ
の
現
象
は
、
正
確
に
は
文
法
に
関
す
る
語
の
音
的
変
化
で
あ
る
が
、

六
九
三
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

近
世
上
方
語
の
変
遷
の
重
要
な
も
の
の
一
つ
と
考
え
る
の
で
、

1３



噺本に見る近世後期上方語の賭相

ｖ
’
一
○
順
接
仮
定
条
件
の
「
ナ
ラ
パ
』
と
『
ナ
ラ
』
、
『
タ
ラ
パ
』
と
「
タ
ラ
」

糟
走
の
助
動
詞
（
お
よ
び
形
容
動
詞
需
尾
）
『
ナ
ル
」
の
朱
然
形
に
接
続
助
詞
『
パ
」
が
つ
い
た
『
ナ
ラ
バ
」
と
、
完
了
の
助
動
詞
「
タ

リ
」
の
未
然
形
に
接
続
助
詞
「
（
」
が
つ
い
た
「
乞
う
（
」
は
、
中
世
以
降
、
順
接
仮
定
条
件
の
表
現
形
式
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
形
式
か
ら
接
続
助
詞
『
パ
」
を
脱
落
さ
せ
た
『
ナ
ラ
」
、
「
２
フ
」
も
、
中
世
後
期
頃
か
ら
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
近
世
に
入
る
と
、
後
者
の
勢
力
が
強
ま
り
、
例
え
ば
近
松
世
話
浄
瑠
璃
で
は
、
「
ナ
ラ
パ
」
八
八
（
接
続
詞
的
に
用
い
ら
れ
る

（
鑓
）

「
ソ
レ
ナ
ー
フ
パ
」
な
ど
は
除
く
、
以
下
同
じ
）
、
。
「
ナ
ラ
」
七
八
、
「
タ
ラ
パ
」
六
一
、
「
タ
ラ
」
九
五
と
い
う
調
査
結
果
が
示
す
よ
う
に
、

両
者
桔
抗
し
て
用
い
ら
れ
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
期
の
歌
舞
伎
脚
本
で
は
既
に
『
ナ
ラ
」
「
タ
ラ
」
の
方
が
「
ナ
ラ
パ
」

（
酉
）

「
タ
ニ
フ
バ
」
を
か
な
り
凌
ぐ
状
況
も
見
ら
れ
、
資
料
に
よ
る
振
幅
が
大
き
い
。

近
世
後
期
の
実
態
は
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
が
、
噺
本
に
限
れ
ば
、

「
ナ
ラ
パ
」
六
「
タ
ラ
パ
」

「
ナ

」
・
二
七
「
タ
ラ
」
三
四

く
う
ふ
く

ち
ゃ
つ
け
く
ｌ

＊
定
め
し
空
腹
で
あ
ら
ふ
。
茶
壷
蝦
喰
ハ
ん
か
（
『
網
目
』
、
巻
十
一
、
七
七
上
）

＊
見
に
ゆ
く
が
、
お
出
ん
か
へ
。
（
『
年
忘
』
、
巻
十
、
一
五
三
上
）

こ
れ
は
，
意
味
的
な
も
の
よ
り
、
後
続
音
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
、
後
続
子
音
が
軟
口
蓋
音
の

〔
ｋ
〕
で
あ
る
た
め
に
、
歯
茎
音
〔
巴
を
含
む
「
ヌ
」
が
、
よ
り
調
音
位
置
の
近
い
「
ン
」
に
な
り
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
逆
行
同
化
の
一
種
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
位
相
的
に
も
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
傾
向
が
出
て
い
る
。
全
一
一
四
例

中
一
五
例
ま
で
は
町
人
女
性
お
よ
び
遊
女
の
発
話
に
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
先
述
の
ご
と
く
、
噺
本
に
お
け
る
女
性
の
発
話
頻
度
は
男

性
に
比
べ
て
か
な
り
低
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
事
実
は
有
意
味
で
あ
る
．

1４
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と
な
っ
て
お
り
、
新
形
「
ナ
ラ
」
「
タ
ラ
』
の
旧
形
に
対
す
る
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
二
％
、
九
四
％
と
、
新
形
が
圧
倒
的
に
な
っ
て
い
る
．

い
ず
れ
の
資
料
で
も
「
タ
ラ
」
の
方
が
『
ナ
ラ
」
に
先
ん
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
ナ
ラ
パ
」
『
タ
ラ
バ
」
が
特
に
い
か
な
る
場
合
に
残

存
し
て
い
る
か
も
見
た
が
、
位
相
な
ど
の
条
件
で
の
は
っ
き
り
と
し
た
特
徴
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
．

Ｖ
’
一
一
順
接
確
定
条
件
の
「
ホ
ド
ニ
』
と
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
と
「
ョ
ツ
テ

原
因
・
理
由
な
ど
を
表
す
条
件
表
現
に
接
続
助
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
「
ホ
ド
ニ
」
、
『
ニ
ョ
ッ
テ
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、

既
に
中
世
〜
近

（
釦
）

世
を
覆
う
研
究
が
出
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
？
中
世
で
は
「
ホ
ド
ニ
』
が
最
も
勢
力
が
強
く
、
近
世
前
期
以
降
『
ニ
ョ
ッ
テ
」
が
伸
長

し
、
「
ヨ
ッ
テ
」
は
本
稿
が
扱
う
十
八
世
紀
後
半
か
ら
次
第
に
姿
を
現
す
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
形
式
を
含
む
前
件
と
、
後
続
す

る
後
件
と
の
間
の
意
味
文
脈
の
違
い
に
よ
っ
て
も
、
現
れ
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

近
世
前
期
の
実
態
を
、
こ
の
研
究
か
ら
借
用
す
る
と
、
歌
舞
伎
脚
本
『
好
色
伝
受
』
（
一
六
九
三
）
か
ら
近
松
世
話
浄
瑠
璃
『
女
殺
油
地

獄
』
（
一
七
一
一
一
）
ま
で
の
一
四
種
の
資
料
で
は
、
『
ホ
ド
ニ
」
六
九
、
「
ニ
ョ
ッ
テ
』
三
六
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
出
現
比
は
、
一
・
九
対

（
副
）

一
で
あ
る
。
『
ヨ
ッ
テ
」
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。
後
期
の
酒
落
本
の
研
究
で
は
、
「
ホ
ド
ニ
」
三
一
、
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
六
五
、
「
ヨ
ッ
テ
』

二
九
と
な
っ
て
お
り
、
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
が
『
ホ
ド
ニ
」
を
押
さ
え
て
い
る
。

噺
本
で
は
、
「
ホ
ド
ニ
」
二
○
、
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
三
○
、
「
ヨ
ッ
テ
」
五
と
な
っ
て
い
る
。
「
ホ
ド
ニ
」
と
「
ニ
ョ
ッ
テ
』
の
出
現
比
は
一

対
一
・
五
で
、
酒
落
本
同
様
前
期
と
逆
転
し
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前
件
と
後
件
の
関
係
に
よ
る
現
れ
方
が
同
一
で
な
い
の
で
、
単
純
な
比

較
は
で
き
な
い
が
、
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
の
勢
力
が
強
く
な
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
前
件
と
後
件
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
先
の
研

究
に
よ
れ
ば
、
中
世
で
は
「
ホ
ド
ニ
」
は
後
件
に
制
限
が
見
ら
れ
ず
、
事
実
の
叙
述
・
意
志
・
推
量
・
命
令
な
ど
様
々
な
表
現
に
用
い
る

こ
と
が
出
来
た
の
に
対
し
、
近
世
に
入
る
と
次
第
に
事
実
の
叙
述
に
用
い
ら
れ
な
ぐ
な
り
、
後
に
は
命
令
表
現
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
。
ま
た
、
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
は
本
来
事
実
の
叙
述
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
が
、
近
世
後
期
に
な
る
と
命
令
・
推
量
な
ど
の
表
現
に
も

噺本に見る近世後期上方畷の諸相
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用
い
る
こ
と
が
増
え
て
く
る
ら
し
い
。
こ
の
観
点
か
ら
噺
本
を
見
る
と

「
ホ
ド
ニ
」
は
す
べ
て
命
令
か
意
志
、
当
為
を
表
し
か
事
実
の
叙

述
の
表
現
は
無
い
。
ま
た
、
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
は
す
べ
て
事
実
の
叙
述
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
ホ
ド
ニ
」
と
「
ニ
ョ
ッ
テ
」

《
完
全
に
役
割

を
分
担
し
て
い
る
．
例
を
挙
げ
て
み
る
。

＊
静
の
か
げ
ん
ハ
よ
い
圃
副
伺
、
ぬ
汲
鍵
ど
認
撫
を
剣
矧
割
測

五
色
』
、
巻
十
、
一
五
下
）

…
１

．
霞
ｌ

＊
母
へ
不
幸
に
な
る
ほ
ど
に
、
八
中
略
Ｖ
何
時
で
も
隙
と
っ
て
や
ろ
ふ
。
（
『
夕
涼
』
、
巻
十
、
一
一
九
九
下
）

…
ｌ
縁
ｌ

＊
集
元
が
神
道
者
じ
ゃ
に
よ
っ
て
、
稲
荷
さ
ま
を
ま
つ
ら
る
坐
。
（
『
大
全
』
、
巻
十
、
一
六
四
下
）

Ｖ
’
一
二
逆
接
確
定
条
件
の
「
ド
（
モ
）
」
と
「
ケ
レ
ド
（
モ
〉
」

接
続
助
詞
『
ド
」
と
『
ド
モ
」
は
上
代
以
来
頻
用
さ
れ
、
中
世
以
降
「
ド
モ
」
が
一
般
的
に
な
っ
た
も
の
の
、
と
も
に
近
世
ま
で
命
脈

を
保
っ
た
助
詞
で
あ
る
。
一
方
、
「
ケ
レ
ド
（
モ
）
」
は
、
中
世
に
助
動
詞
「
マ
イ
』
の
巳
然
形
に
「
ド
（
モ
）
』
が
下
接
し
た
「
マ
イ
ケ
レ

ド
（
モ
）
」
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
、
漸
時
助
動
詞
「
ウ
」
「
タ
」
な
ど
に
広
が
り
、
近
世
前
期
頃
に
は
動
詞
・
形
容
詞
な
ど
に
も

．
，
（
錘
）

下
接
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
次
第
に
「
ド
（
モ
）
」
に
と
っ
て
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
両
者
の
勢
力
関
係

な
ど
の
詳
し
い
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
Ｐ
噺
本
で
は
、

「
ド
」
・
一
一
一
一
、
「
ド
モ
」
一
二
、
「
ケ
レ
ド
』
五
、
『
ケ
レ
ド
モ
」
二

と
な
っ
て
お
り
、
ま
だ
「
ド
宅
）
」
の
方
が
優
勢
で
あ
る
。
「
モ
」
の
有
無
に
よ
っ
て
用
法
に
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
さ
そ
う
で

あ
る
。
た
だ
、
い
か
な
る
語
に
下
接
す
る
か
と
い
う
点
で
は
、
有
意
差
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
は
、
上
接
語
の
語
性
に
よ
る
分
類

で
あ
る
。助

動
詞
ナ
リ
（
指
定
）
〜
「
ド
（
モ
）
」
一
一
、
『
ケ
レ
ド
（
モ
）
」
○
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助
動
詞
タ
（
完
了
）
〜
「
ド
（
モ
）
」
一
一
、
「
ケ
レ
ド
（
モ
）
」
○

助
動
詞
タ
イ
（
希
求
）
〜
「
ド
（
モ
）
」
一
、
「
ケ
レ
ド
（
モ
）
」
、
○

助
動
詞
マ
ス
（
丁
寧
）
〜
「
ド
（
モ
）
」
五
、
「
ケ
レ
ド
（
モ
）
』
一

助
動
詞
ヌ
（
打
消
）
〜
「
ド
（
モ
）
」
一
、
「
ケ
レ
ド
（
モ
）
』
一

助
動
詞
ジ
ャ
（
指
定
）
〜
「
ド
（
モ
）
」
○
、
「
ケ
レ
ド
（
モ
ご
二

動
詞
〜
「
ド
（
モ
）
」
八
、
「
ケ
レ
ド
（
モ
）
」
三

形
容
詞
〜
「
ド
（
モ
）
」
五
、
「
ケ
レ
ド
（
モ
）
．
』
○

形
容
動
詞
〜
『
ド
（
モ
）
」
一
、
「
ケ
レ
ド
雫
）
」
○

用
例
は
必
ず
し
も
充
分
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
中
で
、
助
動
詞
ナ
リ
と
助
動
詞
ジ
ャ
が
同
じ
指
定
の
意
味
な
が
ら
対
照
的
な
状

況
を
示
す
の
は
、
そ
の
語
の
歴
史
性
を
考
え
れ
ば
納
得
が
い
く
で
あ
ろ
う
．
注
目
し
た
い
の
は
食
形
容
詞
が
「
ド
（
モ
）
』
ば
か
り
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
Ｐ
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
「
良
け
れ
ド
（
モ
）
」
の
形
は
、
文
法
的
に
は
「
ヨ

ケ
レ
・
ド
（
モ
）
」
で
あ
る
が
、
「
ケ
レ
ド
（
モ
）
」
が
勢
力
を
強
め
て
い
く
中
で
、
「
ョ
・
ケ
レ
ド
（
モ
）
」
と
意
織
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
ケ
レ
ド
（
モ
）
」
の
一
種
と
見
な
さ
れ
、
こ
の
形
で
安
定
し
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
言
語
学
で

言
う
『
異
分
析
」
（
メ
タ
ナ
リ
シ
ス
）
の
例
で
あ
る
。
な
お
、
両
者
の
位
相
的
差
異
は
、
こ
の
噺
本
で
は
明
確
で
な
い
。

以
上
、
近
世
後
期
の
一
時
期
で
あ
る
安
永
年
間
の
上
方
語
の
実
態
を
心
噺
本
の
文
法
現
象
を
中
心
に
記
述
し
て
み
た
。
言
語
堂
が
予
想

し
た
程
多
く
な
く
、
批
判
に
充
分
耐
え
ら
れ
な
い
部
分
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
所
は
記
述
し
得
た
か
と
思
う
。
個
々
の

言
語
現
象
で
は
、
止
む
を
得
ず
記
述
を
省
略
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
こ
と
さ
ら
付
け
加
え
る
必
要
を
認

五
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今
回
の
記
述
で
触
れ
た
限
り
で
言
え
ば
、
噺
本
の
近
世
後
期
上
方
語
資
料
と
し
て
の
価
値
は
入
酒
落
本
に
そ
れ
ほ
ど
劣
る
も
の
で
は
な

さ
そ
う
で
あ
る
。
位
相
上
の
言
語
差
に
つ
い
て
も
、
比
較
的
よ
く
書
き
分
け
て
い
る
と
言
え
る
か
と
思
う
。

近
世
上
方
語
の
特
徴
と
し
て
は
、
声
」
れ
ら
の
ほ
か
に
、
待
遇
表
現
が
非
常
に
発
達
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
無
視
し
て

は
言
語
資
料
と
し
て
の
価
値
判
断
を
誤
る
こ
と
に
な
る
。
次
の
機
会
を
得
て
、
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

め
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
噺
一

る
よ
う
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

注

（
１
）
島
田
勇
雄
「
近
世
後
期
の
上
方
語
』
（
『
国
語
と
国
文
学
』
三
六
・
一
○
、
昭
三
四
）
参
照
。

（
２
）
武
士
へ
町
人
、
遊
女
の
ほ
か
？
田
舎
者
、
東
国
者
、
奴
、
さ
ら
に
鬼
神
の
類
か
ら
動
物
な
ど
を
擬
人
化
し
た
も
の
ま
で
見
ら
れ
る
。
位
相
上
重
要
な
の
は
、

前
三
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
町
人
の
男
性
が
特
に
多
く
、
町
人
の
女
性
，
遊
女
、
武
士
の
順
と
な
る
。
武
家
の
女
性
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
い

（
３
）
中
村
幸
彦
「
型
の
文
章
』
（
『
文
学
・
脂
学
』
四
五
、
昭
四
一
一
）
が
参
考
に
な
る
。

（
４
）
選
者
の
違
う
同
名
の
智
（
と
も
に
五
巻
五
冊
）
を
併
せ
て
扱
う
。

（
５
）
蜂
谷
清
人
『
狂
言
古
本
に
見
ら
れ
る
一
段
活
用
化
の
現
象
』
（
『
国
語
学
』
七
四
、
昭
四
三
）
、
小
林
賢
次
『
版
本
狂
言
記
に
お
け
る
二
段
活
用
の
一
段
化
に

つ
い
て
』
（
「
新
潟
大
学
教
育
学
部
高
田
分
校
研
究
紀
要
」
一
一
五
、
昭
五
六
）
参
照
。

（
６
）
坂
梨
隆
三
『
近
松
世
賭
物
に
お
け
る
二
段
活
用
と
一
段
活
用
』
（
『
国
賠
と
国
文
学
』
四
七
・
一
○
、
昭
四
五
）
参
照
。

（
７
）
山
県
浩
『
活
用
型
の
変
化
か
ら
見
た
上
方
絵
入
狂
言
本
’
一
一
段
活
用
の
一
段
化
の
錫
合
Ｉ
Ｊ
（
『
露
文
研
究
」
五
二
・
五
三
、
昭
五
七
）
参
照
。

（
８
）
奥
村
三
雄
『
近
代
京
阪
語
考
（
一
一
）
’
二
段
活
用
の
残
存
ｌ
』
（
『
岐
阜
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
」
一
五
、
昭
四
二
）
、
矢
野
準
『
近
世
後
期
上
方
贈
資
料

と
し
て
の
上
方
板
酒
落
本
類
」
（
『
語
文
研
究
』
四
一
、
昭
五
一
）
参
照
。

（
９
）
奥
村
三
雄
『
所
鯛
二
段
活
用
の
一
段
化
に
つ
い
て
ｌ
方
言
的
事
実
か
ら
史
的
考
察
へ
１
Ｊ
（
『
近
代
語
研
究
』
二
、
昭
四
三
）
参
照
。

噺
本
に
特
徴
的
な
、
あ
る
い
は
今
後
の
研
究
に
示
唆
を
与
え
得
る
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
極
力
触
れ
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（
皿
）
坂
梨
隆
三
『
ラ
行
下
二
段
活
用
の
四
段
化
』
（
「
国
語
と
国
文
学
』
五
二
・
一
、
昭
五
○
）
参
照
。

（
、
）
山
県
浩
「
活
用
型
の
変
化
か
ら
見
た
上
方
絵
入
狂
言
本
ｌ
ラ
行
下
二
段
活
用
の
四
段
化
の
場
合
ｌ
」
（
『
文
献
探
究
』
一
一
、
昭
五
八
）
参
照
．

（
⑫
）
注
（
、
）
の
山
県
騰
文
参
照
。

（
過
）
注
（
⑫
）
に
同
じ
。

（
Ｍ
）
注
（
皿
）
に
同
じ
。

（
躯
）
注
（
胆
）

（
妬
）
注
（
２
）
参
照
。

（
Ⅳ
）
山
県
浩
『
活
用
型
の
変
化
か
ら
見
た
上
方
絵
入
狂
言
本
ｌ
サ
行
下
二
段
活
用
の
四
段
化
の
場
合
１
Ｊ
（
『
文
献
探
究
』
一
○
、
昭
五
七
）
参
照
。

（
咽
）
奥
村
三
雄
「
近
代
京
阪
膳
の
使
役
辞
』
（
『
国
腰
国
文
』
三
六
・
一
，
昭
四
二
）
の
末
尾
の
一
覧
表
の
数
字
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
使
役
助
動
詞

の
駆
定
も
こ
れ
に
従
っ
た
。

（
四
）
坂
梨
隆
三
『
近
代
の
文
法
Ⅱ
（
上
方
駕
）
』
（
『
購
座
国
濡
史
四
文
法
史
』
、
昭
五
七
）
、
拙
稿
『
紀
海
音
の
用
膳
意
職
ｌ
韻
律
の
観
点
か
ら
１
Ｊ
（
『
文
献
探

究
』
一
八
、
一
九
、
昭
六
一
、
六
二
）
参
照
。

（
”
）
奥
村
三
雄
『
サ
行
イ
音
便
の
消
長
』
（
「
国
語
国
文
』
三
七
・
一
、
昭
四
三
）
な
ど
参
照
心

（
皿
）
前
注
の
奥
村
騰
文
、
お
よ
び
拙
文
「
古
狂
言
諸
本
の
サ
行
イ
音
便
』
（
国
語
学
会
昭
六
一
年
度
秋
期
大
会
要
旨
）
参
照
。

（
犯
）
山
崎
久
之
『
命
令
形
の
接
尾
辞
と
終
助
詞
『
よ
』
『
い
』
『
い
よ
』
ｌ
近
世
上
方
語
に
つ
い
て
１
Ｊ
（
『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
二
一
、
昭
四
七
）
参
照
。

（
羽
）
拙
稿
「
近
世
前
期
京
阪
館
の
命
令
形
賠
尾
『
畠
『
イ
』
に
つ
い
て
ｌ
古
狂
言
本
を
中
心
に
ｌ
』
（
『
奥
村
三
雄
教
授
退
官
記
念
国
語
学
騰
叢
』
、
平
一
）
参

照
。

（
型
）
坂
梨
隆
三
『
い
わ
ゆ
る
可
能
動
詞
の
成
立
に
つ
い
て
』
（
『
国
語
と
国
文
学
』
四
六
・
一
一
、
昭
四
四
）
参
照
。

（
躯
）
大
塚
光
信
『
助
動
詞
ヨ
ウ
に
つ
い
て
ｌ
そ
の
成
立
と
性
格
ｌ
」
（
「
国
語
国
文
』
三
一
・
四
、
昭
三
七
）
、
注
（
岨
）
の
拙
稿
な
ど
参
照
。

（
妬
）
外
山
映
次
『
洞
門
抄
物
に
見
え
る
助
動
飼
ハ
ョ
ウ
Ｖ
に
つ
い
て
』
（
『
国
語
学
』
四
六
、
昭
三
六
）
な
ど
参
照
。
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小
林
千
草
『
中
世
口
膳
に
お
け
る
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
条
件
句
」
（
『
国
語
学
』
九
四
、
昭
四
八
）
、
同
「
近
世
上
方
語
に
お
け
る
サ
カ
イ
と
そ
の
周
辺
』
亀
近

噺本に見る近世後期上方鰭の賭相

代
膳
研
究
』
五
、
・
昭
五
二
）
参
照
．

（
狐
）
奥
村
三
雄
『
近
代
京
阪
濡
考
ｌ
順
露

べ
泥
）
西
田
絢
子
弓
け
れ
ど
も
』
考
Ｉ
そ

（
”
）
湯
沢
幸
吉
郎
『
徳
川
時
雄

（
記
）
小
林
賢
次
「
条
件
表
現
》

（
調
）
注
（
四
）
の
拙
稿
参
照
。

（
釦
）
小
林
千
草
『
中
世
口
賠
に

2０

湯
沢
幸
吉
郎
『
徳
川
時
代
言
賠
の
研
究
』
（
昭
二
）
な
ど
参
照
。

小
林
賢
次
「
条
件
表
現
形
式
と
し
て
の
『
な
ら
』
『
た
ら
』
の
由
来
』
（
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
五
四
、
昭
四
二
）
参
照
。

『
近
代
京
阪
濡
考
ｌ
順
脱
表
現
の
助
詞
に
つ
い
て
１
Ｊ
（
『
岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
人
文
』
一
四
、
昭
四
一
）
参
照
．

『
『
け
れ
ど
も
』
考
Ｉ
そ
の
発
生
か
ら
砿
立
ま
で
１
Ｊ
（
『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
一
一
、
昭
五
三
）
参
照
。




